
 

 

 

 

 

「本に親しむ」 

校長  寳滿  幸博  

 10 月３日（木）～11 月１日（金）は，校内読書月間として位置付け，子供たちに「読書の

習慣を身に付け，読書の楽しさを味わわせる。」ことをねらいの一つとして，「期間中，貸

出冊数＋１」「読書クイズ」「読書感想画・標語」「読書郵便」「先生方による本の読み聞かせ」

「読書祭り・・・OHANA 楽団さんによる，楽器を演奏しながらいろいろなお話」等々，様々

な活動に取り組みました。 

 この期間の私の担当は，３・４年生への本の読み聞かせでした。椋鳩十先生の「ひとりぼ

っちのつる」を読んだのですが，作品の素晴らしさから，子供たちが，じっと私の方を見

て，集中して聞いていました。きっと，様々なことに思いを巡らせながら聞いていたのだ

ろうなと思います。 

 最近，朝夕，めっきり涼しくなり，過ごしやすくなってきました。昔の人は，今ごろのこと

を「灯火親しむの侯」といっています。「涼しくて夜の長い秋は，灯の下での読書に適して

いるので，大いに本を読もう。」という意味です。この時季にじっくりと本に親しんでほし

いと思います。 

 さて，「読書」をすることは，私たちにとってどんな意味があり，よさがあるのかというこ

とを私なりに考えてみました。 

 一つ目は，本を読むことによって，まだ見ぬ人々や出来事，さらには，さまざまな考え方

にふれることで，夢や人生の指針を与えてくれるきっかけにもなることではないかという

ことです。新しい世界観を得ることは，自分の幅を大きく広げることにつながると思いま

す。 

 二つ目は，読書をすることで静かな心を取り戻し，静かにものを考えることができると

いうことだと思います。読書をしているその時間はじっとそのことに集中することができ

ます。そのことが，様々な場面でいかされると思います。 

 三つ目は，充実感やわくわく感です。「続きを読みたくてたまらない」という気持ちは，何

ものにも代えがたいものがあります。 

 全校朝会では，私が伝えたいなと思うことに関連した本の読み聞かせを行うことが多い

です。この本を選ぶ時間がとても楽しく，本を選ぶのも読書の楽しみの一つのように思い

ます。学校の図書室はもとより，溝辺の図書室をはじめ，霧島市の図書館は蔵書がとても

充実しておりわくわく感が止まりません。きっと，「心に残る１冊の本」に出会えると思いま

す。また，親子で，読書（「1 日２０分読書」：鹿児島県教育委員会）をして，親子のふれ合い

をするのもとてもいいですね。 

 『ああ無情』『豊臣秀吉』『豊田佐吉』・・・・・，小学校時代に図書室や教室で，友達や担任の

先生と一緒に夢中になって読んだことを鮮明に覚えています。記憶にずっと残るのも読

書の一つのよさかもしれません。 
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霜月【12月の行事予定】November 

２日(月) 「命の教育の日」 

３日(火) 第２回 学校評議員会 

１０日(火)～２０日（金）：B校時 

（9日，１６日除く） 

１０日(火) 移動図書館 

１４日(土) 土曜授業 

校内ロードレース大会 

２４日(火) 終業式，大掃除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

姶良・伊佐教育事務所，霧島市教育委員会合同学校訪問 

※行事予定は変更の場合もあります。 

4年社会科「地域で受けつがれてきたもの」 

  １０月３１日（木），教育事務所・市教育委

員会合同の学校訪問がありました。当日は，

所長，教育長をはじめ，13名の方々に来校

していただき，竹子小学校の様子を参観し

ていただきました。 

  １１月９日（土），家庭教育学級

で「ここを押さえて楽しい子育

て」について講演会を開きまし

た。自立を促すために何が大切

か，どう関わるべきかを学ぶこ

とができました。 

家庭教育学級 

第２回講演会 

お礼 

○ 11月 1日から7日まで，地域が育む「かごしまの

教育」県民週間でした。多くの方においでいただきま

した。ありがとうございました。 

○ 竹子中昭和39年卒業「喜寿同窓会」様より，御寄

付をいただきました。ありがとうございました。 

 

  参観後の意見交換では，子供たちの生き生きしている姿や集中して学ぶ姿，職員の子供たちへ寄り

添う姿だけでなく，施設・環境の整備に関して，喜ばれている意見が多くありました。 

 現在，4年生は社会科で「地域で受けつがれてきたもの」という単元を学習しています。写真

は，「祝儀園の田の神」を見学に行った様子です。また，「下方限（極楽）馬頭観音/竹子小学校創

建の地」も見学しました。この学習を通して，先人の思いや願い，そして受け継がれてきている

意義に触れることができました。 

溝辺（竹子）の魅力を探そう「ユリ農家見学」 

  1１月９日（土），総合的な学習の時間「溝辺（竹子）の魅力を探そう」の学習で，３・

４年生が保護者でもある松山さん宅のユリ農園を訪問させていただきました。松山

さんには，ユリを育てる喜びやその工夫，様々な種類のユリについて，分かり易く説

明してくださいました。今回も竹子の魅力を学ぶことができました。 

 

13日（水）に火災想定の避難訓

練を行いました。溝辺分遣所の方

が見守る中。「おさない，かけな

い，しゃべらない，もどらない」の

合言葉に急いで避難し，消火器の

扱い方も学びました。終了後，消

防車の仕組みについて教えてい

ただきました。 

避難訓練 国際大学生との交流学習 

  １４日（木），鹿児島国際大学生との交流学

習でした。子供たちは，大学生との学びや遊

びを大いに楽しみました。 


